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ポスト・モダニズムとは、近代運動と呼べるところの挫折に伴う、理論と実践の結果である。この近代運動を厳密に測れる史的尺度を提示する事によって、以前よりましてモダニズムの歴史を緻密に吟味する可能性を開く事ができるのだ。
1990年代からデザインの近代運動を見つめてみると、第一次大戦から始まる「先駆的段階」と1930年代から始まる「国際様式」に分ける事ができる。第一段階にあっては、どのようにデザインされた世界によって人間の意識を変革しえるかといった理想が先行していた。第二段階は、理念は下火となり実践されていた。
先駆的段階における近代運動の特徴を明確にすることは、のちに登場する国際様式が実作中心であっても、共通に内包する理念の核心部分を見極めることが可能である。その近代運動の構成要素として12の特徴にまとめることができる。
1. 反細分化･･･美学と技術と社会のあいだに存する障壁を打ち破ること（人間の経験を分類化することへのアンチテーゼ）。
2. 社会倫理･･･デザインは消費されることで人びとの境遇を改善し、経済的、社会的状況を転換させるべきである。
3. 真実･･･唯一絶対のものを覆い隠すことがないように、装飾を極力排除し、生産から消費までの道筋を包み隠さず示す必要がある。
4. 総合芸術･･･芸術そのものに地位の上下はつけない。純粋芸術という中心体へと総合される。
5. 技術･･･先駆者たちにとって、大量生産は依然としてひとつの理念でしかなかった。大量生産を実践的へ移行するための技術による所が大きかった。
6. 機能･･･デザインされた全ての製品が首尾よく機能することは、大量生産にとって重要である。効果的に機能することは、倫理、真実であった。

7. 進歩･･･無秩序な状態にあった世界から脱し、より高次の形式に前進すること。これは、技術革新によるところが大きい。
8. 反歴史主義･･･反歴史は反装飾と同義である。先駆者たちは、過去の記憶を単に呼び起こすためだけに、以前の様式の使用が意図されることに反対した。様式という言葉の意味の再定義も招来した。
9. 抽象性･･･デザインにおける形象を除外することは、近代運動の中にあってデザイナーの美学上の基礎とされた。物語を媒介する装飾は限りなく削り、構造を表出させ、構造の中における抽象的形態を発展させる。
10. 国際主義／普遍性･･･消費者の規律や階層の間に見られる障壁は除去され、さらには国家の違いは消滅せざるをえず、各国ごとの政治的指導権の外にあってデザインの創造性が奨励された。多くのデザイナーにとって、倫理としての国際主義を実現可能とする美学となった。多くのモダニストたちが美は時代を超えた不変の価値と信じていた。
11. 意識変革･･･デザインは、それに接した人の「意識を変革する」力がある、との認識が示された。つくり替えることによって、環境条件が単に改善されるだけでなく、心理的風景を変える可能性を秘めていた。デザインは｢偉大なる改善者｣としての機能を果たすことができた。
12. 神学･･･すべてのモダニストのもくろみは、「人間の魂の美的満足」と深くかかわっていた。「先駆的段階」には、そうした人間の魂について「神学的」熱狂がみなぎっていた。
考察
この論文は、文章の書かれた当時としての立地点を示したうえで、モダニズムの時代において展開された近代運動を観察しようとしたものである。しかしそれは、従来のポスト・モダニズムの著述活動の中で非難される対象としてのモダニズムではなく、理論と実践によるあくなき挑戦、そして形にしてしまう実行力への敬意として表現されるものである。

そもそも、モダニズムにより形成されたものは、大量生産の過程に見られる経済、流通の上で最も適した形にデザインされていた。これは、資本の巨大化、ないし経済による「世界化」への礎として機能した。この点は、今日の世界における数々の問題として表出されており、非難の対象となりうるだろう。しかし、モダニストたちの時代においては、大量生産もまたひとつの理想であり、実現は容易ではなかった。今日の生活の基礎を成している生産システムの土台となる創造活動に多大な情熱、努力をもって行ったことは今日にあって評価にあたいするだろう。
筆者にとってモダニズムが非難でなく、賞賛の対象となりえたのはひとえに情熱をもった挑戦とその成果である。モダンより後、諸芸術の総合への動向は消え、拡散へと向かった。諸の中の各々が異なるベクトルとして存在する以上、モダンのころに見られた大きな意志は消えてなくなり、世界的にも小さな意志の乱立にしかならない。この混乱した世界に生きるうえで、かつての「デザイン」が、羅針盤となって、人々にユートピアへの方向を示したように、今日においても私たちに理想像を与えてくれる事ができるのだろうか。それが今でもモダニズムを振り返る動機として形作られているのだろう。
疑問点
では、文献の中で指摘されていた12個の特徴をもつ近代運動における｢デザイン｣によって、現在の社会の変革は可能なのだろうか。可能だとすれば、何の要素がどのような効果を現在の社会においてもつのだろうか。不可能だとすれば、どの要素が不足あるいは過剰なのか。







